
「
第
３
回
新
刊
児
童
書
出
前
研
究
会
」参
加
者
募
集

恒
例
と
な
り
ま
し
た
こ
の
研
究
会
も
、
い
よ

い
よ
こ
れ
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
児
童
書
に
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
２
月
８
日
（金）

13：

00
〜
15：

00

●
場
所
　
長
門
市
立
図
書
館
・
視
聴
覚
室

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
市
立
図
書
館

「
絵
本
っ
て
す
ご
い
！
お
も
し
ろ
い
！
」

ド
キ
ド
キ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

村
中
李
衣
さ
ん
（
児
童
文
学
作
家
）
が
長
年

活
動
さ
れ
て
き
た
「
よ
み
あ
い
」
を
通
し
て
一

緒
に
、
絵
本
の
楽
し
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
体
感

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

●
日
時
　
１
月
27
日
（日）

13：

30
〜
15：

30

●
場
所
　
長
門
市
立
図
書
館
・
視
聴
覚
室

●
対
象
　
小
学
３
年
生
以
上
の
子
ど
も
と
大
人

（
保
護
者
同
伴
で
の
参
加
可
）

●
定
員
　
先
着
80
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
市
立
図
書
館

２
／
11
（月）
は
本
館
の
み
開
館
し
ま
す

２
月
11
日
（月）
は
建
国
記
念
の
日
で
祝
日
で
す

が
、
本
館
の
み
開
館
し
ま
す
。
開
館
時
間
は
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
翌
12
日
（火）
は
休
館
し
ま
す
。

（
分
館
は
11
日
（月）
、
12
日
（火）
と
も
休
館
し
ま
す
）

資
料
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す

資
料
点
検
の
た
め
、
本
館
は
２
月
26
日
（火）
か

ら
29
日
（金）
ま
で
、
分
館
は
２
月
19
日
（火）
か
ら
22

日
（金）
ま
で
休
館
し
ま
す
。
ま
た
、
移
動
図
書
館

車
ぐ
る
ブ
ッ
ク
号
も
２
月
27
日
（水）
の
Ｂ
コ
ー
ス
、

29
日
（金）
の
Ｃ
コ
ー
ス
は
運
行
し
ま
せ
ん
。

こ
の
期
間
中
は
図
書
館
業
務
を
す
べ
て
停
止

し
ま
す
の
で
、
電
話
等
に
よ
る
資
料
の
お
問
い

合
わ
せ
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

分
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

図
書
館
シ
ス
テ
ム
統
合
作
業
に
と
も
な
い
、

２
月
28
日
（木）
と
29
日
（金）
は
休
館
し
ま
す
。

２／２（土）13：30～

「パディントンベア②」
（39分）

２／23（土）13：30～

「スプーンおばさん⑦」
（60分）

新
着
図
書
（
本
館
／
一
部
）

「
夢
見
る
黄
金
地
球
儀
」
海
堂
尊
、「
マ
ザ
コ
ン
」

角
田
光
代
、「
ベ
ー
コ
ン
」
井
上
荒
野
、「
１
９
９

５
年
の
ス
モ
ー
ク
・
オ
ン
・
ザ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

五
十
嵐
貴
久
、「
君
空
」
美
嘉
、「
幕
末
悲
風
録
」

津
本
陽
、「
初
孫
お
花
」
鳥
羽
亮
、「
ウ
ォ
ッ
チ
メ

イ
カ
ー
」
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
バ
ー
、「
エ
ト
ル

リ
ア
の
微
笑
み
」
ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
サ
ン
ペ
ド
ロ
、

「〈
体
内
の
循
環
〉を
良
く
す
れ
ば
病
気
は
治
る
！
」

帯
津
良
一
、「
綾
部
発
半
農
半
Ｘ
な
人
生
の
歩
き

方
88
」
塩
見
直
紀
、「
実
測
！
ニ
ッ
ポ
ン
の
地
域

力
」
藻
谷
浩
介
、「
カ
メ
の
き
た
道
」
平
山
廉
、

「
図
説
大
江
戸
さ
む
ら
い
百
景
」
渡
辺
誠
、「
は
じ

め
て
の
仏
像
彫
刻
」
水
戸
川
櫻
華
、「
客
家
大
富

豪
18
の
金
言
」
甘
粕
正
、「
大
正
レ
ト
ロ
・
昭
和

モ
ダ
ン
広
告
ポ
ス
タ
ー
の
世
界
」
姫
路
市
立
美

術
館
、「
暮
ら
し
に
使
え
る
折
形
の
本
」
山
根
一

城
、「
額
の
中
の
小
さ
な
布
絵
ア
ー
ト
か
ん
た
ん

押
し
絵
」
西
本
典
子
、「
う
ぇ
ぶ
マ
ス
コ
ッ
ト
を

つ
く
ろ
う
!!
」
松
浦
健
一
郎
　
ほ
か

天璋院篤姫（上・下）
宮尾登美子／著
講談社／出版

薩摩島津家の分家に生
まれ、藩主斉彬の養女
となった篤姫。その才

覚、器量を見込んだ斉彬は画策の末、13
代将軍家定の正室として江戸城に送り込
んだ。将軍御台所として大奥三千人を見
事に統べる篤姫の波乱に満ちた生涯を描
いた１冊。2008年大河ドラマ原作

日
置
地
区
の
中
心
部
か
ら
西
へ
約
二
km
程

の
丘
陵
地
斜
面
に
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る

須
恵
器
窯
跡
が
あ
る
。

五
世
紀
初
期
ま
で
の
日
本
の
土
器
は
、
弥

生
、
土
師
器

は

じ

き

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
比
較
的
柔

ら
か
く
日
本
列
島
固
有
の
特
徴
を
色
濃
く
残

し
て
お
り
、
野
焼
き
で
作
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
土
師
器
と
同
時
期
に
作
ら
れ
始
め

た
須
恵
器
は
、
窖
窯

あ
な
が
ま

（
ト
ン
ネ
ル
状
の
登
り

窯
）
を
用
い
千
百
度
以
上
の
高
温
で
焼
閉
め

た
硬
い
器
で
、
土
師
器
よ
り
は
高
級
な
品
と

し
て
扱
わ
れ
、
当
時
の
生
活
様
式
を
大
き
く

変
え
て
い
っ
た
。
水
漏
れ
の
な
い
器
、
煮
沸

の
で
き
る
土
鍋
、
貯
蔵
に
適
し
た
容
器
な
ど

が
あ
る
。

こ
の
峠
山
の
須
恵
器
窯
跡
が
発
見
さ
れ
た

の
は
昭
和
四
十
三
年
で
あ
る
。
標
高
二
十
ｍ

の
丘
陵
地
斜
面
に
築
か
れ
た
登
り
窯
の
原
体

は
、
地
下
式
で
長
さ
約
六
ｍ
、
幅
約
一
・
五
ｍ

で
、
築
窯
は
奈
良
時
代
初
期
（
七
七
〇
年
頃
）

と
推
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
焼
成

し
ょ
う
せ
い

技
術
は
朝

鮮
半
島
三
国
時
代
の
土
器
を
起
源
と
し
て
、

五
世
紀
頃
、
日
本
列
島
に
技
術
を
持
つ
工
人

と
と
も
に
伝
来
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
全

国
津
々
浦
々
に
伝
播

で

ん

ぱ

し
た
。
こ
の
峠
山
の
窯

か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
は
、
杯は

い

、
壷つ

ぼ

、
甕か

め

の

完
成
品
や
醸
成
未
完
品
、
破
片
等
で
あ
る
。

日
置

へ

き

峠
山

た

お

や

ま

の
須
恵
器

す

え

き

窯
跡

か

ま

あ

と

峠山須恵器窯跡から出土した須恵器類

峠山須恵器窯跡

第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
、
１
月
18
日

の
日
付
に
ち
な
み
、
海
の
事
件
・
事
故
の
緊
急

通
報
「
１
１
８
番
」
の
周
知
活
動
を
、
１
月
18
日

か
ら
24
日
の
ま
で
の
間
行
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
海
上
保
安
庁
「
１
１

８
番
」
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
見
か
け
な
い
船
・
不
審
な
人
物
・
漂
流
物
を
発

見
し
た

●
油
の
排
出
や
不
法
投
棄
な
ど

を
発
見
し
た

●
密
航
・
密
輸
・
密
漁
な
ど
の
情

報
を
得
た
、
目
撃
し
た

●
海
難
事
故
に
遭
遇
・
目
撃
し
た

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
安
心
、
手
づ
く
り
常
備
菜
と
保
存
食
」
武
蔵
裕

子
、「
い
つ
か
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
日
」

鯨
統
一
郎
、「
老
い
力
」
佐
藤
愛
子
、「
顔
な
し
子
」

高
田
侑
、「
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
永
井
す
る
み
、

「
お
し
り
し
り
し
り
」
長
野
ヒ
デ
子
、「
お
ば
け
の

き
ゅ
う
し
ょ
く
」
む
ら
い
か
よ
、「
ご
っ
ほ
ん
え

っ
へ
ん
」
た
ご
も
り
の
り
こ
　
ほ
か

「
１
１
８
番
」周
知
週
間

こ
こ
の
窯
の
特
徴
は
、
海
底
堆
積
層
の
粘

土
を
使
用
し
た
ら
し
く
、
完
成
品
と
い
え
ど

も
、
や
や
捻ひ

ね

り
が
出
て
く
る
性
質
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
県
内
に
多
く
あ
る
須
恵
器
窯
跡
の

中
で
も
こ
こ
だ
け
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
、
こ
の
窯
は
作
品
を
焼
成
中
に
何
ら

か
の
事
故
が
発
生
し
た
た
め
途
中
で
放
棄
さ

れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、

窯
内
の
出
土
品
の
焼
成
度
が
焚
口

た
き
ぐ
ち

か
ら
窯
床

奥
へ
と
多
様
に
異
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
多

く
の
作
品
が
窯
床
に
埋
も
れ
て
い
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
県
指
定
史
跡
を
受
け
て

以
後
、
こ
の
謎
を
解
明
す
る
た
め
の
発
掘
調

査
も
行
わ
れ
て
き
た
。
出
土
品
（
市
指
定
有

形
文
化
財
）
は
、
日
置
歴
史
民
俗
資
料
館
に

保
存
さ
れ
て
い
る
。

峠山須恵器窯跡


